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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
宗
務
所
長

三
浦
　
祐
俊

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
麗
し
き
平
和
を
重
ね
て
い
く
新
し

い
時
代
、
令
和
四
年
の
希
望
に
輝
く
新
春

を
迎
え
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
に

て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
慶
賀
申
し
上

げ
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
、
世
界
中
の
人
々
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
大

な
り
小
な
り
受
け
、
自
粛
が
余
儀
な
く
さ

れ
会
い
た
い
人
に
会
え
ず
、
も
ど
か
し
く

感
じ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
家

族
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
絆
が

深
ま
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
人
と
人

の
繋
が
り
が
見
直
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
罹
患
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
々
医
療
の
最
前
線
で
患
者

さ
ん
の
治
療
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
天
台
宗
で
展
開
し
て

お
り
ま
す
十
年
に
亘
る
祖
師
先
徳
鑽
仰

大
法
会
の
掉
尾
を
飾
る
宗
祖
大
師
様
の

一
千
二
百
年
大
遠
忌
御
祥
当
の
年
に
当
た

り
、
教
区
内
御
寺
院
の
御
寄
付
に
よ
り
多

野
部
浄
法
寺
金
色
尊
像
「
伝
教
大
師
巡
錫

之
像
」
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
建
立

よ
り
三
十
年
と
い
う
年
月
を
経
て
金
色
の

荘
厳
を
取
り
戻
さ
れ
、
併
せ
て
、
境
内
に

建
つ
相
輪
橖
の
補
修
も
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
七
月
に
は
住
職
八
十
名
、
十
一
月

に
は
檀
信
徒
八
十
名
の
御
参
加
を
賜
り
、

宗
祖
大
師
様
の
ご
遺
徳
を
偲
び
報
恩
謝
徳

の
心
を
込
め
て
、
大
遠
忌
群
馬
教
区
法
要

が
勤
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
誠
に
有
り
難
く
、

教
区
内
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
々
変
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大

法
会
実
施
期
間
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
一
年
間
期
間
延
長
と
な
り
、
愈
々

本
年
総
結
願
に
て
一
区
切
り
と
し
、
引
き

続
き
令
和
八
年
完
成
予
定
の
国
宝
比
叡
山

根
本
中
堂
大
改
修
落
慶
へ
と
進
み
ま
す
。

　

群
馬
教
区
で
は
、
昨
年
度
に
疫
病
退
散

「
い
の
り
×
ま
も
り
」
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
を
全
教
区
へ
配
布
し
ま
し
た
。
本
年

度
も
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
兼
ね
た
宗
祖
大
師
様
の
お
姿
お
言
葉
で

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
　
　
　
　

檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
檀
信
徒
皆
様
と
輝
か
し
き
令
和
四

年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。

　
一
昨
年
・
昨
年
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

諸
事
業
の
中
止
、
縮
小
、
外
出
の
抑
制
等

が
あ
り
、
会
員
皆
様
も
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
た
年
で
し
た
。
今
年
も
、
ま
だ

先
の
見
通
せ
な
い
一
年
と
な
り
そ
う
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
に
罹
患
せ
ぬ
よ
う
注
意
し
て

生
活
下
さ
い
。

　
昨
年
六
月
四
日
は
伝
教
大
師
最
澄
上
人

の
没
後
一
千
二
百
年
の
祥
当
年
で
あ
り
、

群
馬
教
区
で
も
規
模
を
縮
小
し
て
鬼
石
町

作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
教
区

内
寺
院
へ
お
配
り
致
し
ま
し
た
の
で
、

是
非
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
情
報
を
皆
様
に
発
信

致
し
た
く
、
使
い
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
群
馬
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
向

け
て
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
暫
く

お
待
ち
下
さ
い
。

　

群
馬
教
区
並
び
に
各
種
団
体
に
お
い

て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
・
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
適
用
・
群
馬
県
独
自

警
戒
度
四
以
上
、
い
ず
れ
か
の
場
合
は

事
業
等
が
中
止
・
延
期
・
縮
小
と
な
り

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
関
係
各
位
と
充

分
協
議
の
う
え
適
切
に
対
応
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
こ
そ
、

宗
祖
大
師
様
の
ご
精
神
を
体
し
て
「
己
を

忘
れ
て
他
を
利
す
る
」「
一
隅
を
照
ら
す
」

の
旗
印
の
も
と
助
け
合
い
支
え
合
い
、
そ

し
て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時
流
行

を
防
ぐ
た
め
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
践
に
て
お
過
ご
し
頂
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
風
雨
順
時

に
し
て
、
心
穏
や
か
な
幸
多
き
年
で
あ
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

の
浄
法
寺
で
法
要
を
行
い
、
十
一
月
に

は
伝
教
大
師
尊
像
と
相
輪
橖
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
完
了
し
、
尊
像
は
往
時
の
輝

き
を
取
り
戻
し
て
、
報
恩
法
要
が
行
わ

れ
、
大
師
の
威
徳
に
報
恩
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
不
安
と
心
配
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ど
う
か
、
皆
様
に
は
健
康
で

幸
せ
な
一
年
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
三
年
十
一
月
四
日
、
群
馬
教

区
多
野
部
浄
法
寺
・
伝
教
大
師
金
色

ご
尊
像
御
前
に
て
、
教
区
及
び
一
隅

傘
下
団
体
共
催
に
よ
る
、
伝
教
大
師

一
千
二
百
年
大
遠
忌
を
記
念
し
た「
第

六
回
伝
教
大
師
報
恩
法
要
並
び
に
境

内
清
掃
奉
仕
活
動
」が
、教
区
内
住
職
、

檀
信
徒
、
伝
道
師
、
八
十
余
名
参
加

の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、
建
立
後
三
十
年
を
経

て
初
め
て
行
わ
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

よ
り
、
往
時
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
ご

尊
像
前
で
の
法
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
恩
法
要
は
、「
天
台
の
お
つ
と

め
」・
伝
教
大
師
の
生
涯
と
そ
の
徳

を
讃
え
る
「
伝
教
大
師
和
讃
」
を

お
唱
え
し
、
そ
の
後
に
三
浦
祐
俊

群
馬
教
区
宗
務
所
長
挨
拶
、
来
賓

祝
辞
、
宗
務
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

浄
法
寺
へ
の
御
燈
明
料
贈
呈
、
緑

野
智
彦
浄
法
寺
住
職
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
大
岡
玄
尚
布
教
師
会
事
務

局
長
に
「
伝
教
大
師
の
東
国
巡
錫

と
教
区
行
脚
」
と
題
し
た
法
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
岡
師
は
、
伝
教
大
師
の
足
跡
を

長
野
県
か
ら
浄
法
寺
ま
で
辿
る
に
あ

た
っ
て
の
東
山
道
の
調
査
と
、
風
雨

に
た
た
ら
れ
て
の
実
際
の
行
脚
の
苦

労
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
境
内
の
見
学
と
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。境
内
は
広
く
、

由
緒
あ
る
建
物
・
塔
が
点
在
し
、
ご

尊
像
と
同
じ
く
修
復
さ
れ
た
相そ

う
り
ん
と
う

輪
橖

を
興
味
深
く
見
学
し
、
伝
教
大
師
や

道
忠
禅
師
の
時
代
の
規
模
を
彷
彿
さ

せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
名
刹
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
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台
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台
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台
宗
群
馬
教
区
顧
問

遍
照
寺
住
職

長
谷
川　

広　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

西
光
寺
住
職

谷　
　
　

晃　

昭

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

光
巌
寺
住
職

田　

中　

祥　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

妙
見
寺
住
職

小　

川　

晃　

豊

天
台
宗
群
馬
教
区
役
職
員

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
副
所
長

龍
藏
寺
住
職

眞　

木　

興　

空

同　
　
　
　
　
　

財
務
主
任

三
光
院
住
職

安　

田　

孝　

廉

同　
　
　
　
　
　

教
務
主
任

金
藏
寺
住
職

濵　

田　

孝　

暁

同　
　
　
　
　
　

社
会
主
任

正
法
院
住
職

藤　

井　

祐　

心

同　
　
　
　
　
　

庶
務
主
任

聖
徳
寺
住
職

薗　
　
　

実　

善

群
馬
教
区
教
学
布
教
法
儀
研
修
所
所
長

龍
性
寺
住
職

小　

作　

昌　

隆

群
馬
教
区
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藥
王
寺
住
職

千　

葉　

照　

勲

天
台
宗
群
馬
教
区
議
会
議
員

議　

長　
　
　
　

多
野
部

恩
行
寺
住
職

竹　

村　

興　

肇

副
議
長　
　
　
　

高
崎
部

萬
福
寺
住
職

小　

出　

行　

貴

議　

員　
　
　
　

南
前
橋
部

光
琳
寺
住
職

林　
　
　

祐　

進

同　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

淨
土
院
住
職

宮　

崎　

興　

法

同　
　
　
　
　
　

西
前
橋
部

妙
音
寺
住
職

稲　

岡　

亮　

順

同　
　
　
　
　
　

富
岡
部

源
正
寺
住
職

纐　

纈　

晃　

寛

同　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
副
住
職

都　

筑　

玄　

恭

同　
　
　
　
　
　

沼
田
部

龍
泉
寺
住
職

小　

山　

宗　

胤

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

正
圓
寺
住
職

鈴　

木　

正　

英

同　
　
　
　
　
　

東
前
橋
部

寶
禪
寺
住
職

高　

橋　

賢　

靖

同　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

正
觀
寺
住
職

觀　

月　

祐　

真

同　
　
　
　
　
　

世
良
田
部

永
徳
寺
住
職

小　

林　

静　

順

同　
　
　
　
　
　

下
仁
田
部

吉
祥
寺
住
職

加　

藤　

秀　

樹

同　
　
　
　
　
　

西
群
馬
部

福
泉
寺
住
職

橋　

本　

一　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
主
事

幹　

事　
　
　
　

富
岡
部

随
應
寺
住
職

桑　

原　

弘　

順

副
幹
事　
　
　
　

東
前
橋
部

慈
照
院
住
職

村　

中　

祐　

邦

　
　
　
　
　
　
　

南
前
橋
部

法
蓮
寺
住
職

藤　

田　

祐　

公

　
　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

明
聞
寺
住
職

青　

柳　

興　

裕

　
　
　
　
　
　
　

西
前
橋
部

林
倉
寺
住
職

西　

林　

乘　

仁

　
　
　
　
　
　
　

高
崎
部

法
森
寺
住
職

三　

浦　

興　

寛

　
　
　
　
　
　
　

多
野
部

金
光
寺
住
職

平　

泉　

慶　

人

　
　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

延
命
寺
住
職

寺　

川　

行　

厚

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
部

實
相
院
住
職

大　

岡　

玄　

尚

　
　
　
　
　
　
　

桐
生
部

榮
昌
寺
住
職

内　

田　

貞　

淳

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

華
藏
寺
住
職

藤　

井　

祐　

幹

　
　
　
　
　
　
　

世
良
田
部

長
樂
寺
住
職

高　

橋　

亮　

秀

　
　
　
　
　
　
　

下
仁
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部
会
長

龍
善
寺
住
職

門　

倉　

政　

仁

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長

常
光
寺
住
職

堀　

越　

教　

之

叡
山
講
福
聚
教
会
群
馬
本
部
本
部
長

西
光
寺
住
職

谷　
　
　

晃　

昭

群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
会
長

光
明
院
内
裏

今　

村　

尚　

枝

群
馬
天
台
青
年
会
会
長

長
松
寺
住
職

長　
　
　

諒　

順

天
台
宗
教
職
員
連
盟
群
馬
支
部
支
部
長

禪
養
寺
住
職

小　

出　

祥　

弘

群
馬
教
区
保
育
連
盟
会
長

吉
岡
会
理
事
長

河　

合　

祖　

信

群
馬
教
区
保
護
司
会
会
長

大
福
寺
住
職

轟　
　
　

堯　

順

群
馬
教
区
民
生
児
童
委
員
会
会
長

天
王
院
住
職

小　

林　

静　

伸

群
馬
教
区
延
寿
会
会
長

長
松
寺
名
誉
住
職

長　
　
　

宗　

順

社
会
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
会
長

藥
王
寺
住
職

千　

葉　

照　

勲

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟

会　

長　
　
　
　

富
岡
部

隋
應
寺
檀
徒

神　

宮　

直　

仁

副
会
長　
　
　
　

西
前
橋
部

妙
見
寺
檀
徒

後　

閑　

賢　

二

同　
　
　
　
　
　

高
崎
部

天
龍
護
国
寺
檀
徒

塚　

越　

芳　

則

同　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

華
藏
寺
檀
徒

川　

端　
　
　

護

監　

事　
　
　
　

西
群
馬
部

蓮
華
寺
檀
徒

佐　

藤　

輝　

男

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

鈴　

木　
　
　

清

群
馬
教
区
伝
道
師
会
連
盟

会　

長　
　
　
　

北
前
橋
部

龍
藏
寺
檀
徒

嶋　

田　
　
　

仁

副
会
長　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

眞　

下　

誠　

治

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

天
王
院
檀
徒

今　

泉　

昭　

二

監　

事　
　
　
　

南
前
橋
部

善
光
寺
檀
徒

持　

田　

泰　

良

同　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

珊
瑚
寺
檀
徒

樺　

澤　

伸　

一

同　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

松　

村　
　
　

旭

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

群
馬
教
区
記
念
事
業

群
馬
教
区
記
念
事
業

伝
教
大
師
像

伝
教
大
師
像
『
令
和
の
大
修
繕
』

『
令
和
の
大
修
繕
』

伝
教
大
師
像
建
立
の
経
緯

　

今
か
ら
三
十
年
以
上
前
、
天
台
宗
で
は
比

叡
山
開
創
一
千
二
百
年
記
念
の
慶
讃
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

群
馬
教
区
内
で
は
記
念
事
業
の
掉
尾
を
飾

る
物
と
し
て
「
形
の
あ
る
物
」
を
残
し
た
い

と
い
う
要
望
が
起
こ
り
、
当
時
の
轟
光
順
宗

務
所
長
を
中
心
と
し
て
、
事
業
の
検
討
が
為

さ
れ
、
伝
教
大
師
東
国
巡
錫
の
地
で
あ
る
鬼

石
町
（
現
藤
岡
市
）
浄
法
寺
に
伝
教
大
師
像

を
建
立
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
案

が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
比
叡
山
峰
道
に
は
法
華
経
を
手

に
し
た
伝
教
大
師
の
巨
像
が
既
に
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
群
馬
教
区
独
自
の
物
と

し
て
、
巡
錫
の
お
姿
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
造
像
は
天
台
宗
僧
侶
で
京
都

愛お
た
ぎ宕
念
仏
寺
住
職
の
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教

授
の
西
村
公
朝
師
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
な
い
大
師
の
お
姿
に
悩
ん
だ
西

村
師
は
、
山
田
惠
諦
二
百
五
十
三
世
天
台
座

主
猊
下
の
御
自
坊
を
訪
れ
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
猊
下
は
「
こ
ん
な
姿
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
、
自
ら
旅
姿
の
格
好
を
さ

れ
て
西
村
師
の
前
に
現
れ
、
更
に
「
こ
の
お

姿
で
、
胸
前
に
法
華
経
を
下
げ
て
、
東
国
へ

向
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
付
言
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
教
区
の
主
だ
っ
た
役
員
数
名
は
、

大
阪
府
吹
田
市
に
あ
る
西
村
師
の
ア
ト
リ
エ

を
訪
れ
て
原
型
の
像
（
高
さ
一
〇
六
㎝
）
を

拝
見
。
こ
れ
を
四
倍
に
拡
大
し
た
像
を
建
立

す
べ
く
、
教
区
議
会
等
に
事
業
・
予
算
案
を

提
示
し
、像
高
四
・
五 

ｍ
（
地
上
高
八
・
五
ｍ
）

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
金こ

ん
じ
き色
と
し
、
富
山
県
高
岡

市
の
梶
原
製
作
所
に
製
作
を
依
頼
し
、
完
成

ま
で
の
間
、
西
村
師
の
監
修
は
数
度
に
及
び

ま
し
た
。

　

平
成
二
年
十
月
三
十
日
、
浄
法
寺
に

九
十
六
歳
の
山
田
座
主
猊
下
を
大
導
師

に
お
迎
え
し
、
教
区
住
職
方
の
出
仕
と

二
千
七
百
五
十
四
名
に
及
ぶ
檀
信
徒
の
参
加

に
よ
り
大
師
像
の
開
眼
法
要
が
執
り
行
わ

れ
、
併
せ
て
「
一
隅
大
会
」
を
開
催
し
、
決

算
額
は
四
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
座
主
猊
下
は
前
夜
の
懇
親
の
席

で
「
天
台
宗
に
と
っ
て
、
大
恩
の
あ
る
道
忠

禅
師
の
お
墓
参
り
を
し
た
い
が
、
そ
の
墓
所

が
不
明
な
の
は
大
変
残
念
で
あ
る
。
教
区
の

皆
さ
ん
で

是
非
探
し

て
頂
き
た

い
」
と
切

望
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
埼
玉
県
と
き
が
わ
町
の
慈
光
寺

開
山
塔
が
「
道
忠
禅
師
墓
所
」
と
の
伝
承
を

得
て
、
猊
下
の
お
言
葉
に
お
応
え
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
浄
法
寺
相そ

う
り
ん
と
う

輪
橖
の

側
に
は
「
道
忠
禅
師
供
養
塔
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
師
の
願
い
は
、
日
本
の
六
ケ
所
に
、
法

華
経
各
一
千
部
八
千
巻
を
納
め
た
塔
を
建
て

国
家
安
泰
を
祈
リ
、
実
現
す
る
も
の
で
、
経

の
書
写
と
塔
の
建
立
に
道
忠
禅
師
の
弟
子
達

の
協
力
を
多
い
に
受
け
て
実
現
し
、
栃
木
県

の
大
慈
寺
と
鬼
石
町
の
浄
法
寺
に
相
輪
橖
が

建
立
さ
れ
、
こ
の
完
成
に
会
わ
せ
て
大
師

の
東
国
巡
錫
が
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
国
巡
錫
一
千
二
百
年
に
あ

た
る
平
成
二
十
九
年
、
教
区
の
回
峰
行
者

等
が
、
教
区
有
志
の
筆
に
な
る
法
華
経
を

背
負
っ
て
、
信
濃
神み

さ
か
と
う
げ

坂
峠
か
ら
浄
法
寺
迄

の
二
三
〇
㎞
を
踏
破
し
、
大
師
巡
錫
の
足

跡
を
偲
ん
だ
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
教
区
檀
信
徒
と
住
職
方
の
、
天

台
宗
と
大
師
を
中
心
と
し
た
信
仰
の
賜
物

で
あ
る
尊
像
と
相
輪
橖
が
修
復
を
終
え
、

往
時
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
こ
と
は
、
建

立
に
尽
力
し
た
方
々
の
信
仰
の
力
に
敬
服

し
、
思
い
を
致
す
上
で
、
誠
に
意
義
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

伝
教
大
師
金
色
尊
像
の

保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

相
輪
橖（
六
所
宝
塔
）の
補
修
に
つ
い
て

　

群
馬
教
区
で
は
、
伝
教
大
師
一
千
二
百

年
大
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
建
立
か

ら
三
十
年
が
経
過
し
、
塗
装
状
態
が
劣
化

し
て
い
る
浄
法
寺「
伝
教
大
師
金
色
尊
像
」

の
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
相
輪
橖
の
修

復
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
教
区
内
ご
寺
院
の

ご
協
力
を
仰
ぎ
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
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一隅を照らそう

　

昨
年
令

和
三
年
の

話
で
す
。

伝
教
大
師

一
千
二
百

年
大
遠
忌

記
念
を
受
け
て
、
天
台
宗
群
馬
教
区
檀
信
徒

連
盟
及
び
伝
道
師
会
連
盟
の
総
会
研
修
会
の

研
修
に
お
い
て
、『
伝
教
大
師
和
讃
』
を
唱

え
た
後
に
、
こ
の
和
讃
の
言
葉
を
、
群
馬
教

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
所
長

長
福
寺
住
職

三　

浦　

祐　

俊

天
台
宗
宗
議
会
議
員

満
勝
寺
住
職

原　
　
　

徳　

明

天
台
宗
宗
議
会
議
員

常
圓
寺
住
職

綾
小
路　

乘　

俊

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

遍
照
寺
住
職

長
谷
川　

広　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

西
光
寺
住
職

谷　
　
　

晃　

昭

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

光
巌
寺
住
職

田　

中　

祥　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

妙
見
寺
住
職

小　

川　

晃　

豊

天
台
宗
群
馬
教
区
役
職
員

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
副
所
長

龍
藏
寺
住
職

眞　

木　

興　

空

同　
　
　
　
　
　

財
務
主
任

三
光
院
住
職

安　

田　

孝　

廉

同　
　
　
　
　
　

教
務
主
任

金
藏
寺
住
職

濵　

田　

孝　

暁

同　
　
　
　
　
　

社
会
主
任

正
法
院
住
職

藤　

井　

祐　

心

同　
　
　
　
　
　

庶
務
主
任

聖
徳
寺
住
職

薗　
　
　

実　

善

群
馬
教
区
教
学
布
教
法
儀
研
修
所
所
長

龍
性
寺
住
職

小　

作　

昌　

隆

群
馬
教
区
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藥
王
寺
住
職

千　

葉　

照　

勲

天
台
宗
群
馬
教
区
議
会
議
員

議　

長　
　
　
　

多
野
部

恩
行
寺
住
職

竹　

村　

興　

肇

副
議
長　
　
　
　

高
崎
部

萬
福
寺
住
職

小　

出　

行　

貴

議　

員　
　
　
　

南
前
橋
部

光
琳
寺
住
職

林　
　
　

祐　

進

同　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

淨
土
院
住
職

宮　

崎　

興　

法

同　
　
　
　
　
　

西
前
橋
部

妙
音
寺
住
職

稲　

岡　

亮　

順

同　
　
　
　
　
　

富
岡
部

源
正
寺
住
職

纐　

纈　

晃　

寛

同　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
副
住
職

都　

筑　

玄　

恭

同　
　
　
　
　
　

沼
田
部

龍
泉
寺
住
職

小　

山　

宗　

胤

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

正
圓
寺
住
職

鈴　

木　

正　

英

同　
　
　
　
　
　

東
前
橋
部

寶
禪
寺
住
職

高　

橋　

賢　

靖

同　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

正
觀
寺
住
職

觀　

月　

祐　

真

同　
　
　
　
　
　

世
良
田
部

永
徳
寺
住
職

小　

林　

静　

順

同　
　
　
　
　
　

下
仁
田
部

吉
祥
寺
住
職

加　

藤　

秀　

樹

同　
　
　
　
　
　

西
群
馬
部

福
泉
寺
住
職

橋　

本　

一　

順

天
台
宗
群
馬
教
区
主
事

幹　

事　
　
　
　

富
岡
部

随
應
寺
住
職

桑　

原　

弘　

順

副
幹
事　
　
　
　

東
前
橋
部

慈
照
院
住
職

村　

中　

祐　

邦

　
　
　
　
　
　
　

南
前
橋
部

法
蓮
寺
住
職

藤　

田　

祐　

公

　
　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

明
聞
寺
住
職

青　

柳　

興　

裕

　
　
　
　
　
　
　

西
前
橋
部

林
倉
寺
住
職

西　

林　

乘　

仁

　
　
　
　
　
　
　

高
崎
部

法
森
寺
住
職

三　

浦　

興　

寛

　
　
　
　
　
　
　

多
野
部

金
光
寺
住
職

平　

泉　

慶　

人

　
　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

延
命
寺
住
職

寺　

川　

行　

厚

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
部

實
相
院
住
職

大　

岡　

玄　

尚

　
　
　
　
　
　
　

桐
生
部

榮
昌
寺
住
職

内　

田　

貞　

淳

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

華
藏
寺
住
職

藤　

井　

祐　

幹

　
　
　
　
　
　
　

世
良
田
部

長
樂
寺
住
職

高　

橋　

亮　

秀

　
　
　
　
　
　
　

下
仁
田
部

昌
福
寺
住
職

市　

川　

周　

栄

　
　
　
　
　
　
　

西
群
馬
部

蓮
華
寺
住
職

紺　

野　

元　

嗣

天
台
宗
群
馬
教
区
各
種
団
体

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
本
部
会
長

龍
善
寺
住
職

門　

倉　

政　

仁

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長

常
光
寺
住
職

堀　

越　

教　

之

叡
山
講
福
聚
教
会
群
馬
本
部
本
部
長

西
光
寺
住
職

谷　
　
　

晃　

昭

群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
会
長

光
明
院
内
裏

今　

村　

尚　

枝

群
馬
天
台
青
年
会
会
長

長
松
寺
住
職

長　
　
　

諒　

順

天
台
宗
教
職
員
連
盟
群
馬
支
部
支
部
長

禪
養
寺
住
職

小　

出　

祥　

弘

群
馬
教
区
保
育
連
盟
会
長

吉
岡
会
理
事
長

河　

合　

祖　

信

群
馬
教
区
保
護
司
会
会
長

大
福
寺
住
職

轟　
　
　

堯　

順

群
馬
教
区
民
生
児
童
委
員
会
会
長

天
王
院
住
職

小　

林　

静　

伸

群
馬
教
区
延
寿
会
会
長

長
松
寺
名
誉
住
職

長　
　
　

宗　

順

社
会
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
会
長

藥
王
寺
住
職

千　

葉　

照　

勲

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟

会　

長　
　
　
　

富
岡
部

隋
應
寺
檀
徒

神　

宮　

直　

仁

副
会
長　
　
　
　

西
前
橋
部

妙
見
寺
檀
徒

後　

閑　

賢　

二

同　
　
　
　
　
　

高
崎
部

天
龍
護
国
寺
檀
徒

塚　

越　

芳　

則

同　
　
　
　
　
　

伊
勢
崎
部

華
藏
寺
檀
徒

川　

端　
　
　

護

監　

事　
　
　
　

西
群
馬
部

蓮
華
寺
檀
徒

佐　

藤　

輝　

男

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

鈴　

木　
　
　

清

群
馬
教
区
伝
道
師
会
連
盟

会　

長　
　
　
　

北
前
橋
部

龍
藏
寺
檀
徒

嶋　

田　
　
　

仁

副
会
長　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

眞　

下　

誠　

治

同　
　
　
　
　
　

桐
生
部

天
王
院
檀
徒

今　

泉　

昭　

二

監　

事　
　
　
　

南
前
橋
部

善
光
寺
檀
徒

持　

田　

泰　

良

同　
　
　
　
　
　

北
前
橋
部

珊
瑚
寺
檀
徒

樺　

澤　

伸　

一

同　
　
　
　
　
　

北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

松　

村　
　
　

旭

昨
年
は
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
の
年
な
の
に

昨
年
は
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
の
年
な
の
に

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長
　 

堀
越
　
教
之

区
布
教
師
会
の
立
場
と
し
て
講
義
を
依
頼
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
状

況
と
な
り
、
総
会
研
修
会
は
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
研
修
会
で
講
演
す
る
内
容
を
、

こ
こ
に
文
章
で
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

和
讃
の
最
後
の
四
句
は
次
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
こ
と
を
中
心
に
し
て
講
演
を
さ
せ

て
頂
く
予
定
で
し
た
。

一　

帰き
み
ょ
う命　

稽け
い

首し
ゅ

す　

吾わ

が
大だ

い
し師

　
『
帰
命
』と
は
梵
語
ナ
マ
ス（nam

as

）

か
ら
出
た
も
の
で
、「
生
命
を
さ
さ
げ

て
、
お
釈
迦
さ
ま
又
は
、
仏
に
帰
依

い
た
し
ま
す
」
の
意
味
で
す
。

　

次
に
『
稽
首
』
と
は
、
頭
が
地
に

つ
く
ま
で
体
を
屈
し
て
、
礼
拝
す
る
」

と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。『
吾
が
大
師
』

と
は
、
伝
教
大
師
最
澄
さ
ま
で
す
。

二　

法の
り

の
燈と

も
し
び火　

伝つ
た

え
て
は

　
『
法
の
燈
火
』
と
は
、「
仏
さ
ま
と
、

仏
さ
ま
の
教
え
を
と
も
し
び
と
し
て

伝
え
て
は
」
と
な
り
ま
す
。

三　

後の
ち

の
仏ほ

と
けの　

御み

よ代
ま
で
も

　

こ
の
章
の
意
味
は
、「
現
在
だ
け
で
な
く
、
後
の
仏

の
時
代
ま
で
も
」
と
な
り
ま
す
。

四　

慈じ

ひ悲
の
護ご

ね
ん念
を
垂た

れ
給た

ま

え

　
『
慈
悲
』
の
「
慈
」
は
、
い
つ
く
し
み
で
す
。

　
『
慈
悲
』
の
「
悲
」
は
、
か
な
し
み
を
取
り
除
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
『
護
念
』
と
は
、「
仏
、
菩
薩
、
天
界
が
、
仏
教
に
帰

依
す
る
人
々
を
守
っ
て
く
れ
る
事
で
す
。

　

以
上
の
事
を
纏
め
ま
す
と
、
次
の
意
味
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
「
命
を
さ
さ
げ
て
、
お
釈
迦
さ
ま
と
仏
さ
ま
に
帰
依

い
た
し
ま
す
。

　

頭
が
地
に
つ
く
ま
で
、
体
を
屈
し
て
礼
拝
い
た
し
ま

す
。
吾
が
伝
教
大
師
最
澄
さ
ま
。

　
仏
さ
ま
と
仏
さ
ま
の
教
え
を
燈と

も火
し
ま
す
。

　

後
の
仏
の
御
代
ま
で
も
、
慈
悲
の
慈
は
い

つ
く
し
み
、悲
は
か
な
し
み
を
と
り
の
ぞ
き
、

仏
、菩
薩
、天
界
が
、仏
教
に
帰
依
す
る
人
々

を
お
守
り
下
さ
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
『
伝
教
大
師
和
讃
』
で
こ
の
部
分
は
、
三

回
唱
え
る
部
分
で
す
。
講
師
と
し
て
話
し
た

か
っ
た

事
を
書

か
せ
て

頂
き
ま

し
た
。

に
よ
り
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

■
伝
教
大
師
御
尊
像
に
つ
い
て

（
一
）
整
備
前
状
況

　

建
立
か
ら
三
十
年
が
経
過
し
、
全
体
に
塗

装
が
薄
く
な
り
、
尊
像
表
面
の
塗
膜
が
、
か

ろ
う
じ
て
付
い
て
い
る
状
態
で
、
特
に
尊
像

正
面
は
、
頭
巾
〜
お
顔
〜
胸
の
お
持
物
に
か

け
て
、
黒
い
線
状
の
汚
れ
が
多
数
付
着
し
、

お
大
師
様
が
涙
を
流
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
者
の
判
断

で
は
、「
こ
の
ま

ま
の
状
態
で
放

置
す
る
と
、
目
に
見
え
る
汚
れ
が
増
え
、
や
が

て
は
塗
膜
が
剥
離
し
、
尊
像
本
体
の
疲
弊
を
招

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
二
）�

実
施
し
た
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
作

業
内
容

　

尊
像
周
囲
に
屋
根
付
き
の
足
場
を
組
み
、

尊
像
全
体
の
表
面
を
研
磨
し
、
汚
れ
及
び
緑

青
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
尊
像
に
ベ
ー
ス
と
な
る
純
金
色
塗
料

を
塗
装
し
、
バ
ー
ナ
ー
に
て
焼
付
け
て
塗
料
を

定
着
さ
せ
、
更

に
、
尊
像
の
趣

き
を
出
す
た
め

の
彩
色
と
仕
上

げ
加
工
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
記

と
並
行
し
、
尊
像
土
台
に
あ
る
銘
板
三
枚
の
清

掃
と
再
塗
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
三
）
保
守
の
効
果

　

使
用
の
塗
料
は
、
三
十
年
前
建
立
当
時
の

物
に
比
較
す
る
と
、
格
段
に
品
質
が
上
が
っ

て
お
り
、
修
復
後
、
十
〜
十
五
年
は
美
し
い

色
彩
を
保
つ
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
相
輪
橖
に
つ
い
て

（
一
）
整
備
前
状
況

　
本
来
の
相
輪
橖
は
、
八
一
七
年
に
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
現
存
の
相
輪
橖
は
一
六
七
二
年
に

再
建
さ
れ
、
塔
身
部
に
は
、
造
塔
に
結
縁
し
た

多
く
の
人
々
の
名
前
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
一
五
年

に
は
台
石
が

修
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

相
輪
橖
頂

頭
の
蓮
華
及

び
宝
珠
部
分

に
、
汚
れ
・
へ
こ
み
が
あ
り
、
蓮
弁
の
剥

落
及
び
欠
損
が
あ
り
ま
し
た
。

（
二
）
実
施
し
た
補
修
作
業
内
容

　

欠
損
し
て
い

た
蓮
弁
を
新
調

す
る
と
共
に
、

剥
落
し
た
蓮
弁

を
再
塗
装
し
、

高
所
作
業
車
を

使
用
し
て
、
相

輪
橖
頂
頭
に
取

り
付
け
ま
し
た
。



予　告 一
宗
功
労
者
表
彰

一
宗
功
労
者
表
彰

昌
樂
寺
住
職	

綾
小
路
乘

正

藥
王
寺
住
職	

千

葉
　

照

勲

石
原
寺
住
職	

千

葉
　

照

光

住
職
五
十
年
勤
続

林
倉
寺
住
職	

西

林
　

乘

仁

常
圓
寺
住
職	

綾
小
路
乘

俊

妙
音
寺
住
職	

稲

岡
　

亮

順

大
壱
寺
住
職	

瀧

川
　

克

麿

法
峰
寺
住
職	

大
須
賀
亮

仁

観
音
寺
住
職	

⻆

田
　

興

憲

世
音
寺
住
職	

小

方
　

文

憲

正
圓
寺
住
職	

山

本
　

堯

光

大
光
寺
住
職	

六
本
木
祐

剛

住
職
三
十
年
勤
続

安
養
院
住
職	

市

川
　

祐

純

一
宗
公
職
歴
任

極
樂
寺
住
職	

小

林
　

玄

順

妙
音
寺
住
職	

稲

岡
　

亮

順

布
教
功
労

御巣鷹山慰霊法要（慰霊の園）祈祷護摩供併びにコロナ病没者慰霊法要（光琳寺）

群 馬 天 台2022年／令和 4年 1月 1日 第 88号

一隅を照らそう

　
群
馬
天
台
青
年
会
は
、
令
和
三
年
十
月
十
三
日

多
野
郡
上
野
村
の
慰
霊
の
園
に
お
い
て
、
長
諒
順

会
長
が
御
導
師
を
務
め
、会
員
十
名
出
仕
の
も
と
、

昭
和
六
十
年
八
月
十
二
日
に
起
き
た
御
巣
鷹
山

日
航
機
墜
落
事
故
の
慰
霊
法
要
を
執
り
行
い
、
犠

牲
者
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
月
十
九
日
に
は
南
前
橋
部
光
琳
寺（
林

祐
進
住
職
）
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
病
没
者
慰
霊
法

要
併
び
に
コ
ロ
ナ
退
散
元
三
大
師
護
摩
供
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
御
宝
前
に
て
、
光
琳
寺
法

嗣
林
祐
基
師
が
御
導
師
を
務
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
病
没
者
慰
霊
常
行
三
昧
を
厳
修
す
る
と

同
時
に
、
小
出
行
観
副
会
長
が
コ
ロ
ナ
退
散
元
三

大
師
護
摩
供
を
修
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

早
期
終
息
を
祈
願
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会

　
檀
信
徒
研
修
会

令
和
四
年
三
月
三
日（
木
）

　
　
　
群
馬
県
農
協
ビ
ル
（
J
A
ビ
ル
）

新
住
職
紹
介

細
野 

順
誠 

師

下
仁
田
部 

野
牧
寺

示 

寂

令
和
三
年
十
一
月
一
日

沼田部 延命院

髙山 廣俊 師

十
一
月
一
日

令
和
三
年

沼田部 華藏寺

齋藤 祥駿 師

九
月
一
日

令
和
三
年

下仁田部 永壽寺

大河原 覚俊 師

十
一
月
九
日

令
和
二
年

群
馬
天
台
青
年
会　

群
馬
天
台
青
年
会　

御
巣
鷹
山
慰
霊
法
要
・

御
巣
鷹
山
慰
霊
法
要
・

コ
ロ
ナ
病
没
者
慰
霊
法
要

コ
ロ
ナ
病
没
者
慰
霊
法
要  

奉
修
奉
修

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
四
十
九
回

北
群
馬
部

威
徳
院

光
運
寺

渋
川
市
行
幸
田
八
九
六

住
職 

船
戸 

晃
章

　

当
寺
は
渋
川
市
行
幸
田
に
あ

り
、
寺
伝
で
は
江
戸
時
代
初
期
の

慶
安
年
間
に
奝
秀
和
尚
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本

尊
は
阿
弥
陀
三
尊
。

　
そ
の
昔
、
温
泉
が
沸
い
て
い
た
こ

と
か
ら
『
湯ゆ

の
う
え
む
ら

之
上
村
』
と
い
い
、
地

元
の
人
か
ら
は
『
い
の
え
』
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
光
運
寺
の
山
号
も
大
正

ま
で
は
湯い

の
え
さ
ん

之
上
山
で
あ
っ
た
。

　

本
堂
を
は
じ
め
北
向
観
音
堂
と

秘
仏
の
荒
神
堂
、
経
蔵
、
鐘
楼
堂

や
飛
び
地
境
内
に
湯
前
薬
師
堂
が

あ
る
。

　

観
音
堂
の
本
尊
は
、
西
之
町
の

寺
山
に
あ
っ
た

峻
嶺
庵
（
昭
和

十
七
年
廃
庵
）

の
本
尊
を
勧
請

し
た
も
の
で
あ

り
、
信
州
別
所

の
北
向
観
音
を

招
請
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
毎

年
一
月
六
日
に

は
、
北
向
観
音

達
磨
講
が
あ

り
、
縁
起
達
磨

を
も
と
め
て
近

隣
住
民
で
賑わ

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
々
山
門

の
新
築
工
事
を
始
め

る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
行
幸
田
唯
一
の
お
寺
と

し
て
檀
信
徒
を
は
じ
め
近
隣

住
民
で
護
ら
れ
、
親
し
ま
れ

て
い
る
お
寺
で
あ
る
。


